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1957年 兵庫県豊岡市生まれ
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2011年3月 福島原発事故と福島復興の研究を始めて 13年4ヶ月が経過した
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第14回ふくしま学（楽）会・第2回福島再生塾という
対話の場＝学びの場（learning community）について

1. ふくしま学（楽）会・福島再生塾（1F地域塾）は、福島の復興や廃炉につ
いて共に考え、議論する「政策対話の場」です。対話（Dialogue）とは、価
値観や生き方の多様性を理解・尊重し、持続可能な未来を共に創造する
協働作業です。

2. 全ての参加者は「〇〇さん」という「さん付け」で呼ぶようにお願いします。

３. 自分と異なる意見であっても否定することなく、なぜそのような意見が主
張されるのかを、相手の立場に立って理解する努力をお願いします。

４. ふくしま学（楽）会・再生塾を通じて他者の靴を履く（put on someone’s 
shoes）能力＝エンパシー能力を形成したいと思います。

５. 公平な対話の機会の実現のため、1回の発言は短く、長くても2分以内で
お願いします。

6. 報道関係者の取材があります。可能な範囲でご協力をお願いします。
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第14回ふくしま学（楽）会・第2回福島再生塾のテーマ

福島から世界の未来を拓く人材育成を考える
世代を“越えた” 「学びの場」の創出

境界を「越える学校」から「みんなの学校」へ

1. 福島復興政策の中で最も成功した事例である福島県立ふたば未来
学園中学校・高等学校の開校10年にあたり、ふたば未来学園の持続
的発展のために、地域社会や日本社会が何をすべきか、何ができるの
かを、幅広い人材育成の観点から考えたい。

2. 福島復興知事業が1年半後（2025年度末）に終了するにあたり、早
稲田大学ふくしま浜通り未来創造リサーチセンターの調査研究活動を
継承・発展させる「地域社会組織」の具体化と、その支援の仕組み（基
金）について考たい。
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第14回ふくしま学（楽）会・第2回福島再生塾プログラム
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総合司会：小磯匡大（ふたば未来学園・教諭）・鈴木貴人（ふたば未来学園・教諭）

開会挨拶：13:10-13:30
遠藤 智（福島県広野町・町長）
山本育男（福島県富岡町・町長）
郡司 完（福島県立ふたば未来学園中学校・高等学校・校長）
中嶋聖雄（早稲田大学大学院アジア太平洋研究科長）
小野田弘士（早稲田大学大学院環境・エネルギー研究科長、環境総合研究センター・所長）

話題提供：13:30-14:00
森口祐一（1F地域塾・副塾頭、国立環境研究所・理事）
「福島浜通りにおける人材育成について」
崎田裕子（ 1F地域塾・副塾頭、福島再生塾・運営委員、環境ジャーナリスト）
「福島復興と人材育成を支援する基金創設について」

座 談 会：14:00-15:10 司会：小磯匡大・鈴木貴人
安東量子（福島ダイアログ・理事長）
菅波香織（未来会議・事務局長、弁護士）
遠藤秀文（福島再生塾・副塾頭、株式会社ふたば・社長）  
山根辰洋（福島再生塾・副塾頭、F-ATRAs代表理事、双葉町議会議員）
長谷川翔哉 （福島県立ふたば未来学園・高校 2年）

野村京平（早稲田大学大学院アジア太平洋研究科・修士1年）
森口祐一（1F地域塾・副塾頭、国立環境研究所・理事）
崎田裕子（ 1F地域塾・副塾頭、福島再生塾・運営委員、環境ジャーナリスト）
（休憩：15:10-15:20）

対話の場：15:20-16:30 「対話の場」（司会・報告：早稲田大学・学生）
（休憩：16:30-16:40）

全 体 会：16:40-17:50 司会： 穂積香奈（福島再生塾・副塾頭、株式会社ふたば・主任）

閉会 挨拶：17:50-18:00   松岡俊二（早稲田大学ふくしま浜通り未来創造リサーチセンター・センター長）
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2017年：早稲田大学ふくしま浜通り未来創造リサーチセンター設置

長期的・広域的視点から福島の復興と廃炉を共に考え、議論し、政策提案をする







2018年：ふくしま浜通り社会イノベーション・イニシアティブ（SI構想）

2050年の持続可能な福島浜通り地域社会の形成を提案
社会イノベーション・イニシアティブ（SI構想）は、

2050年頃を目標に、常磐炭鉱（いわき）、広野火

力（広野）、2F（楢葉・富岡）、1F（大熊・双葉）、伝
承館（双葉）、復興祈念公園（双葉・浪江）、原町火
力（南相馬）と、南から北へ続くエネルギー・原発・
震災復興施設などを生かした「学びのネットワーク
（エコミュージアム）」を形成する。 「学びのネットワ
ーク（エコミュージアム）」による地域の新たな学術
文化芸術づくりと魅力づくりのため、国際芸術・学
術拠点などを形成することで、21世紀の持続可能
な福島浜通り地域社会の形成を構想する。

① 1F廃炉の先研究会：2019年7月

1F廃炉の将来像の多様な選択肢の

研究開発と政策提案

→1F地域塾・開塾：2022年7月

② 国際芸術・学術拠点構想研究会
（A&S研究会）：2020年4月

→ 創造的復興研究会：2021年7月

福島浜通り地域の将来像の多様な選
択肢の研究開発と政策提案

→福島再生塾・開塾：2024年4月

① 1F廃炉の先研究会
1F地域塾

エコミュージアム構想

③ 創造的復興研究会
福島再生塾



東日本大震災・福島原発事故から13年
我々は何処から来たのか、

我々は何者か、

我々は何処へ行くのか

• 2

ふたば未来学園建学の精神 「変革者たれ」
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再録：第1回地域塾のメッセージ（2022年7月16日）
1. バタフライ・エフェクト：最初は小さな動きであっても、確固とした持続
する志と行動がやがて社会を動かし、世界を変革し、新たな歴史をつく

ることがある。2022年7月16日の1F地域塾をバタフライ・エフェクトの始
まりの日としたい。

1961年8月、突如、東ドイツ政府が東西ベルリンを隔てるベルリンの壁を建設。東ベル
リンに残された恋人や友人や親族を、自由な世界へ脱出させるため、西ベルリンの若者
たちがベルリンの壁の下に多数のトンネルを建設。やがて、1989年11月、ベルリンの壁
は開放され、1990年11月の東西ドイツの統一によりベルリンの壁は崩壊した。

2. 村上春樹『壁と卵（Of Walls and Eggs）：常に卵の側に』
エルサレム賞受賞スピーチ（2009年2月15日）：ガザ紛争
「もしここに硬い大きな壁があり、そこにぶつかって割れる卵があったとしたら、私は常に
卵の側に立ちます。どれほど壁が正しく、卵が間違っていたとしても、それでもなお私は卵
の側に立ちます。正しい正しくないは、ほかの誰かが決定することです。あるいは時間や
歴史が決定することです」

「我々はみんな多かれ少なかれ、それぞれにひとつの卵なのです。かけがえのないひと
つの魂と、それをくるむ脆い殻を持った卵なのです。私もそうだしあなた方もそうです。そし
て我々はみんな多かれ少なかれ、それぞれにとっての硬い大きな壁に直面しているので
す。その壁は名前を持っています。それは『システム』と呼ばれています。そのシステムは
本来は我々を護るべきはずのものです。しかしあるときにはそれが独り立ちして我々を殺
し、我々に人を殺させるのです」
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1

森口 祐一

国立研究開発法人国立環境研究所・理事 （東京大学名誉教授）

１F廃炉の先研究会・副代表、１F地域塾・副塾頭

早稲田大学ふくしま浜通り未来創造リサーチセンター・招聘研究員

第14回ふくしま学（楽）会

2024年7月28日（日）13:00～18:00
於：ふたば未来学園＋オンライン開催

1

福島浜通りにおける人材育成について

現職：国立環境研究所・理事 前職：東京大学工学系研究科教授

京都市生まれ、京都府立鴨沂高校卒（ルーツは「八重の桜」の日本最古の女学校）

京都大学工学部衛生工学科卒業

専門：環境システム学、都市環境工学

小学生の時に将来なりたかったもの：天文学者

原発事故に関連する主な公職、活動
• 「廃炉の先研究会」副代表、1F地域塾副塾頭

• 早稲田大学浜通り未来創造リサーチセンター・招聘研究員

• 福島県環境創造センター（＠三春町）環境動態部門長(非常勤，2016.7.1～2019.3.31)

• 環境省環境回復検討会委員（主に除染に関する方針の検討の場）

• 原子力規制委員会帰還に向けた安全・安心対策に関する検討チーム外部専門家

• 厚生労働省水道水における放射性物質対策検討会委員（事故後初期）

• 国土交通省下水道における放射性物質対策に関する検討会委員（事故後初期）

• 日本学術会議(22期)東日本大震災復興支援委員会放射能対策分科会委員

• 日本学術会議連携会員(23期～25期)、会員・環境学委員長(26期)
• 原子力安全分科会委員(24～26期)、幹事(25期)

原発事故による環境汚染調査に関する検討小委員会委員長(24期～25期)

• 環境研究総合推進費「原発事故により放出された大気中微粒子等の

ばく露評価とリスク評価のための学際研究」(2015～2017年度)研究代表者

• UNSCEAR2020レポート 大気拡散専門家グループメンバー

自己紹介： 森口祐一（もりぐち・ゆういち）



ふくしま学(楽)会の歩み
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夏開催冬開催

8/4 二ツ沼公園1/28 二ツ沼公園2018年

8/3 未来学園1/27 ならはCANvas2019年

8/2 オンライン1/26 ならはCANvas2020年

7/25 オンライン1/24 オンライン2021年

7/31 オンライン＋
学びの森

1/30 オンライン＋
ぷらっとあっと

2022年

7/30 未来学園＋
オンライン

1/29 オンライン＋
Link る大熊会場

2023年

7/28 未来学園
＋オンライン

1/28 未来学園
＋オンライン

2024年

• 早稲田大学ふくしま広野未来創造リサーチセンター
開所式・記念シンポジウム2017/5/23 於：広野町公民館
「東日本大震災と福島原発事故から６年
～福島から日本の未来を創る～」

• 2017年10月 共創に基づく創発の「場」づくりの試みとして
地域経済産業活性化対策補助金にふくしま学（楽）会開催
を申請：ふくしまの未来について世代を超えて語り合う場

第4回

第5回

ふくしま学(楽)会での自身の役割を振り返って
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第1回 2018年1月28日（日） 於：早稲田大学ふくしま広野未来創造リサーチセンター
報告 『知りたいことをどう学ぶか、どう伝えるか？』

第2回 2018年8月4日（土） 於：福島県広野町二つ沼公園パークギャラリー
報告 『人々は何のために何を知りたいのだろうか？ 』

第3回 2019年1月27日（日） 於：福島県楢葉町みんなの交流館ならはCANvas
報告 『将来世代が知りたいであろう「コト」は何か？

現世代が将来世代に遺すべき「モノ」は何か？ 』

第4回 2019年8月3日（土） 於：福島県立ふたば未来学園高等学校・新校舎
報告 『将来世代に遺す教訓と地域のかたち』

第5回 2020年1月26日（日） 於：福島県楢葉町みんなの交流館ならはCANvas
報告 『「１F廃炉の先」を考える』

第6回 2020年8月2日（日） オンライン開催
パネルディスカッション 司会
『コロナ禍と福島原発事故からの復興：福島の教訓を考える』

第7回 2021年1月24日(日） オンライン開催
パネルディスカッション 司会 『 「3.11」から10年とこれからの福島復興を考える』

第9回 2022年1月30日（日） オンライン開催
報告 『1F廃炉の先研究会の活動について』

第10回 2022年7月31日（日） 於：富岡町文化交流センター・学びの森＋オンライン
第1部 １F 廃炉の先を考える 司会

第13回 2024年1月28日 於：福島県立ふたば未来学園高等学校
報告 ふくしま浜通り未来創造リサーチセンターの諸活動の系譜：ふくしま学（楽）会の歩み
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第１回ふくしま学（楽）会：2018年1月28日（日）から６年半

6

６年半前、初回の話題提供



知りたいことは何か？
知りたいことをどう伝えるか？
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• 「YesかNoか」で答えられる疑問ばかりではない。

• 「5W1H」は英語の疑問詞としてよく知られているが、
物事をもれなくわかりやすく伝えるためにも重要。
［いつ（When）、どこで（Where）、だれが（Who）、
なにを（What）、なぜ（Why）、どのように（How）］

• 伝えるときには、だれに(Whom)も大切。

• 事故の影響について語るときは、どのぐらい、いくら
(How much)、つまり「量」をとらえることも大切。
→今振り返ると、これは理系的発想かも？ 他に大切なものは？

8

人材（人財）育成について

• 昨今、企業等では、人材ではなく、人財と表記されることが多い

• 「材」という字には、原料や材料、という意味の他に、「才能」や
「才能のある人」、「素養」といった意味がある

• それでも「財」という字をあてることで、有益さ、価値、投資の対象
であることがより明確になる（賛否両論あるだろうが）

• 環境問題や持続可能性の文脈では、人工資本（インフラ）だけで
なく、自然資本が重要であること、その流れで、人的資本、さらに
社会関係資本（地域に根差した人のつながりなど）の重要性が語
られることがある

• GDPだけでは豊かさは測れない、とする新国富論の新国富指標
では、人的資本を教育資本と健康資本としてとりあげていた
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世界からみた日本の教育・研究水準
 世界大学ランキング （Times Higher Education）
• １位：Oxford(英)，2位：Stanford(米)、以下10位まで英・米
• 11位：スイス連邦工科大Zurich校、12位：清華大（中国）、14位：北京大学、

19位：シンガポール国立大
日本の大学では、東京大学29位、京都大学55位(いずれも前年よりランクアップ),
東北大130位 ※但しランキングに用いた指標の改訂の影響もあるとみられる

 研究力の低下

イギリスの科学誌
『ネイチャー』の記事
「日本の研究は、も
はや世界トップクラス
ではない」

https://www.nature.com/articles/d41586-023-03290-1
https://www.huffingtonpost.jp/entry/story_jp_6539c993e4b011a9cf7c5e97

研究成果の量
（論文数）

研究成果の質
（論文引用数）

10https://www.nistep.go.jp/sti_indicator/2023/RM328_34.html

学位取得者の国際比較
学士 修士

博士 日本の「文系」は学士では約半数だが修士、博士の比率が低い
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世界からみた日本の教育・研究水準

研究成果の量
（論文数）

研究成果の質
（論文引用数）

出典：科学技術・学術政策研究所 https://www.nistep.go.jp/sti_indicator/2023/RM328_00.html

国際共著論文については、
国数で按分した分数法による

1999-2001 2001-2011 2011-2021

12

浜通りでの取り組み

「公的」な取り組み
• ふたば未来学園（中高一貫校） 探求型学習
• 福島イノベーション・コースト（国際研究産業都市構想）
• 大学等の「復興知」を活用した人材育成基盤構築事業

2021～2025年度 早稲田大学含め17大学が21事業を実施中
• 復興庁福島国際研究教育機構（F-REI）

→当初構想に比べて教育は後退、少なくとも出遅れ

地域発の取り組み
• はまどおり大学

https://hamadori-daigaku.com/

• なみえ復興大学の提案（原田洋二氏）
https://namiefukkouuniv.wixsite.com/home/untitled-c157a

参考：国立環境研究所の取り組み：安積黎明高校との対話型プログラム
「環境カフェふくしま」
https://www.nies.go.jp/fukushima/magazine/event/kankyocafe01.html
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国の複数の省庁における検討経緯

 復興庁 福島浜通り地域の国際教育研究拠点に関する有識者会議
2019.7.29～2020.6.8に15回開催
「教育研究」拠点という名称で検討が進んだが、大学院・大学新設には慎重意見が多く、
中間とりまとめ段階で、 「まずは研究所方式により教育研究機能を発揮」と整理

 経済産業省：福島・国際研究産業都市（イノベーション・コースト）構想研究会
2014.1.21～6.23に7回開催

原子力災害現地対策本部長・経済産業副大臣 赤羽一嘉座長
これを受けてイノベーション・コースト推進会議を設置、2014.12.18～2017.2.11に8回開催
その後、イノベーション・コースト構想推進分科会を2017.11.27～2023.11.24に第4回開催
一連の経緯： https://www.meti.go.jp/earthquake/smb/seifu_kaigi.html

 文部科学省「復興知」事業
2018～2020年度（18大学等25事業）、2021～2025年度（17大学等21事業）
の教育研究活動を支援

https://www.reconstruction.go.jp/topics/main-cat1/sub-cat1-4/kenkyu-kyoten/20190801094217.html
https://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/report_01.html
https://www.fipo.or.jp/activities-education/fukkouchi02

14

 大学進学前に文系・理系に区分することの是非

 専門知、実践知、境界知
• 問題解決の手段としての学際
• 「正解が１つに決まる問題」を解く力と探求の力

 地域で活躍する人材と世界で活躍する人材

グループ討論の題材の例
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参考資料
福島イノベーション・コースト構想

の進捗状況（抜粋）

16https://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/kinkyu/committee/innovation/bunkakai/20231124_04_shiryo2.pdf



17https://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/kinkyu/committee/innovation/bunkakai/20231124_04_shiryo2.pdf

18https://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/kinkyu/committee/innovation/bunkakai/20231124_04_shiryo2.pdf



2024・7・28 第14回ふくしま学（楽）会・第2回福島再生塾 ⑨版

「ふくしま浜通りの地域力創造」と
「福島再生塾」「１F地域塾」「ふくしま楽会」の持続可能な発展に向けて

「ふくしま浜通り・みんなで未来づくり基金」創設提案

崎田裕子 福島再生塾・運営委員、１F地域塾・副塾頭、１F廃炉の先研究会・副代表

（ジャーナリスト・環境カウンセラー）

岸本 智 福島再生塾・基金WG 株式会社ふたば

⑧7,12⑦7,1⑥6,20/⑤5,23/④4,18/③4,13/②2024.3,25/①2023.12.26/ 写真240406「夜の森」桜まつり
2024 YUKO SAKITA 1



福島の環境再生、廃炉と復興に向けて
2011～2018 「環境回復勉強会」

2012～「環境回復検討会」（環境省）
2024～「中間貯蔵地域WG」（環境省）

崎田裕子

ジャーナリスト・環境カウンセラー

立教大学社会学部卒、（株）集英社の雑誌編集者を経てフリーに。

環境・エネルギー分野を中心に 持続可能な地域・社会づくりに取組む。

早稲田大学招聘研究員 ・ 内閣府登録「地域活性化伝道師」

・NPO法人 持続可能な社会をつくる元気ネット・前理事長

・NPO法人 新宿環境活動ネット代表理事（公設環境学習施設指定管理者）

「中央環境審議会」委員 ・ 「総合資源エネルギー調査会」委員（～2022）

2012～「環境再生プラザ」
運営委員（福島県・環境省）

2022～「放射線リスコミセン
ター」総括補佐(環境省）

2016～2020
「ALPS処理水
小委」委員
(資源エネ庁）

対話を文化に～
みんなでつくる未来共創の場

「１F廃炉の先研究会」
副代表、

「１F地域塾」副塾頭
「福島再生塾」運営委員 2024 YUKO SAKITA 2



廃炉プロセスの地域資源化と復興の好循環めざし、2019「１F廃炉の先研究会」、
22「１F地域塾」開設。今、21「創造的復興研究会」、24「福島再生塾」は、

より広い視野で地域の未来を共創する場に

社会
イノベーション

専門家・技術者の
科学技術だけでは答えが

出せない課題

科学や技術で
解決できない課題は

社会と共に対話し道をつくる

対話、参加と連携・協働
伝承のプロセス自体を
地域資源として具体化

対話という
知的体験観光

対話による
教育・人材育成

対話からの
新技術開発

図：
「1F廃炉の先
研究会」作成
資料を基に
崎田追記

対話から
将来描く

プラットフォーム設立めざし
対話や学びを継続
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地域・社会が力を合わせて、福島浜通りの未来づくりを目指すために
2024.4.13基金構想を練る基金ワーキンググループ（基金WG）設置

2023年12月26日 第3回「福島再生塾」設立準備会で、基金提案を提示。

2024年4月13日の「地域再生塾」開塾式で設置の方向性を参加者と共有。

民間主導の公民連携モデル具体化を進め、地域再生の福島モデルを

作り出す基盤として「基金づくり」をめざそう。

2024年4月18日フォローアップ会合で基金WGスタート。

【基金WGメンバー】創設に関心を寄せてくださった方々を中心に。

〇猪狩 倫さん （株）ふたば 副社長

〇岸本 智さん （株）ふたば

〇林 誠二さん 国立環境研究所福島拠点・研究グループ長

〇大窪香織さん JICA社会基盤部都市地域開発グループ・企画役

〇崎田裕子 ジャーナリスト・環境カウンセラー
2024 YUKO SAKITA 4



私たちが暮らし、又は思いを寄せる「地域」には
様々な「課題」があり、国・自治体だけでは解決で
きないその課題に取り組む「地域組織」もあります。
その「課題」解決を願う多くの市民・団体・全国の
企業が「資金」を出し合い「基金」を設立し、その
「地域組織」を支援すると共に、みんなが願う新た
な「事業」を実現して、共に未来を描きたい。

なぜコミュニティ基金を提案するのか

帰還困難区域解除に伴い、福島県浜通りでは、国・自治体だけでなく、
帰還された方や新たに移住された方、仕事を興した方など、多くの方々が
地域再生に取り組み始めています。けれど、まだまだ道半ばの状況です。

浜通りの「復興と廃炉」に向けて運営する「福島再生塾」や「１F地域塾」
も、その持続可能な発展と、そこから生まれる事業実現に向けて財政基盤
や運営基盤の強化が必要です。

この地域に愛着を持ち、再生を願う、多くの地域住民や全国の市民、団体、
全国の企業が資金を出し合って基金を設立し、寄付者と共に活力溢れる
将来をめざすのが「ふくしま浜通り・みんなで未来づくり基金」構想です。

2024 YUKO SAKITA 5



③長期的な地域運営に

②対話の場＝学びの場

から生まれる事業に

①「福島再生塾 」等

の持続可能な発展

• 次世代育成制度づくりなど

長期的な地域の未来に
• 観光ネットワークづくり等、

「再生塾」等の議論で、

実施が必要とされる事業に
• 行政予算にとらわれない、

自由な議論、教育の機関

として継続して存在するため

• 「１F地域塾」運営も視野に

2024.5.23 コミュニティ基金実現の鍵は目的の共有と方向性

「福島再生塾」等の持続可能な発展と、「ふくしま浜通りの地域力創造」に向けて

「福島再生塾」「１F地域塾」が、寄付対象として信頼性の高い組織になる事が重要に！

基金設立と同時に、 任意団体から 法人格を持つ「地域社会組織」づくりをめざそう2024 YUKO SAKITA 6



広域・長期的”復興と廃炉の両立“めざす「地域社会組織」と、支える「基金」に

(仮称）

「ふくしま浜通り みんなで未来づくり基金」

寄付者の対話参加や 透明性確保で、みんなの参加意欲醸成

2024.7.1 ふくしま浜通りの地域力創造 と 持続可能な発展に向けて

「福島再生塾」「１F地域塾」
「対話の場」＝「学びの場」を

運営し、政策提言する地域社会組織

（仮称）一般社団法人

「ふくしま浜通り 未来創造研究所」

復興と廃炉の両立めざす
持続的な人材育成のしくみや
広域的観光組織などの実現

地域
住民

県内外の
市民

全国の
団体・企業

行政の支援
・補助金

金融機関との
連携

2024 YUKO SAKITA 7



「未来創造研究所」＆「みんなで未来づくり基金」 創設ロードマップ（案）
＜地域社会組織＞ ＜発展を支える基金＞

検討開始

2024年春

設立呼びかけ開始

2025年春ごろ

市民・事業者に呼びかけ

組織と基金の設立

2026年春ごろ

●地域社会組織構想と展望公表。
●地域や県内外市民と全国の
事業者に寄付の呼びかけ開始。

・基金の運営財団設立準備
・基金の支援PJの方向性を
寄付者参加で検討・承認

地域社会組織と
基金財団の設立

PHASE1
・地域社会組織の信頼
と基金の透明性確保

PHASE2
・観光支援など事業化
PHASE３
・人材育成など将来展望

「再生塾と１F
地域塾」を運営する
「地域社会組織」の
目的・将来展望議論
★支える基金の検討
・基金の
仕組みや運営体制

★寄付者が自分事と
して関わる仕組み

7月12日、7月1日、6月20日、 5月23日、4月13日
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【参考事例】東近江三方よし基金
こんなマチにしたい！を実現するためのコミュニティファンド

2015年度 検討開始

2016年度 設立準備会

寄付呼びかけ

2017年度 一般財団法人設立

(寄付金300万円の段階で法人化）

2018年度 公益財団法人に

(基本財産一口3000円772人寄付）

ソーシャル・インパクト・ボンド（コミュニティビジネス・スタートアップ支援事業）

写真・図・資料/東近江三方よし基金HPより 2024 YUKO SAKITA 9



今後必要な

基金の仕組み

の検討

福島再生塾 資金WG

株式会社ふたば

岸本 智さん作成
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基金調達方法毎の特徴①

2024年6月24日 木全洋一郎さんの情報提供で、ガバメント・クラウドファンディング勉強会を実施

2024 YUKO SAKITA 11



ふるさと納税を活用したクラウトファンディング「ふるさとチョイス」HPより

2024 YUKO SAKITA 12



基金調達方法毎の特徴②③

2024 YUKO SAKITA 13



基金調達方法毎の特徴④⑤
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みんなの知恵とおもいで実現したい

「ふくしま浜通り・みんなで未来づくり基金」

2024 YUKO SAKITA 16


	スライド 1: 2024・7・28　第14回ふくしま学（楽）会・第2回福島再生塾　　　　　　　　　　　　　⑨版  　　　　　　　　　　「ふくしま浜通りの地域力創造」と 　「福島再生塾」「１F地域塾」「ふくしま楽会」の持続可能な発展に向けて　 　　🌸「ふくしま浜通り・みんなで未来づくり基金」創設提案     　　　　　　　　　　　　　　 　
	スライド 2
	スライド 3: 廃炉プロセスの地域資源化と復興の好循環めざし、2019「１F廃炉の先研究会」、22「１F地域塾」開設。今、21「創造的復興研究会」、24「福島再生塾」は、　　　　より広い視野で地域の未来を共創する場に
	スライド 4: 　　地域・社会が力を合わせて、福島浜通りの未来づくりを目指すために 2024.4.13基金構想を練る基金ワーキンググループ（基金WG）設置
	スライド 5: 　　　　　なぜコミュニティ基金を提案するのか
	スライド 6: 2024.5.23　コミュニティ基金実現の鍵は目的の共有と方向性
	スライド 7: 　🌸広域・長期的”復興と廃炉の両立“めざす「地域社会組織」と、支える「基金」に
	スライド 8: 🌸「未来創造研究所」＆「みんなで未来づくり基金」　創設ロードマップ（案） 　　　＜地域社会組織＞　　　　　＜発展を支える基金＞
	スライド 9: 　　　【参考事例】東近江三方よし基金 こんなマチにしたい！を実現するためのコミュニティファンド
	スライド 10
	スライド 11: 　　　　　基金調達方法毎の特徴①
	スライド 12
	スライド 13: 　　　基金調達方法毎の特徴②③
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16

